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あ
な
た
の

カ
ラ
ダ

だ

い
じ

ょ
う
ぶ

!
?

成人健康診査の
申 し 込 み 方 法
が 変 わ り ま す

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に一
ら
し
た
い
」
こ
れ
は
だ
れ
も
が
考
え
て

い
る
こ
と
。
し
か
し
、
自
分
の
体
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
案
外
知
ら
な
い
よ
う

で
す
。「
一
病
息
災
」
の
言
葉
が
あ
る
と
お
り
、
自
分
の
体
の
状
況
を
知
り
、

上
手
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
健
康
を
維
持
し
て
い
く
秘
け
つ
の
ひ
と
つ

で
す
。
そ
こ
で
一
度
自
分
の
健
康
状
態
を
、
チ
エ
。ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
度
か
ら
区
の
成
人
健
康
診
査
が
一
層
便
利
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

あ
な
た
も
健
康
診
査
を
受
け
て
、
成
人
病
予
防
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

健
康
な
体
づ
く
り
は
自
己
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

昨
年
行
っ
た
世
論
調
査
・
「
区
民
の

健
康
と
医
療
」で
は
、
自
分
の
健
康
状

態
に
つ
い
て
、
8
割
以
上
の
方
が
「
よ

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、年
齢

を
璽
ね
る
に
つ
れ
て
健
康
な
体
を
維
持

し
て
い
く
の
は
、
難
し
い
も
の
で
す
。

区
で
は
、
健
康
維
持
の
お
手
伝
い
と

な
る
よ
う
、
受
診
し
た
方
ヘ
ア
ド
バ
イ

ス
も
し
て
い
ま
す
。

成
人
健
康
診
査
の

申
し
込
み
期
間
が
変
わ
り
ま
す

昨
年
は
。「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
4
月
1
日
号
の
折
り
込
み
(
ガ
キ

で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
6
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
5
月
1
5日
号
の

「
あ
だ
ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

・
成
人
健
康
診
査

成
人
健
康
診
査
は
、
循
環
器
を
中
心

と
し
た
基
本
的
な
健
康
診
査
で
す
。
今

年
度
か
ら
表
1
の
よ
う
に
(
ガ
キ
で
申

し
込
ん
で
い
た
だ
き
、
受
診
票
が
届
い

た
方
は
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
対
象
は
4
0歳
か
ら
6
4歳
の

方
。な
お
、対
象
者
の
中
で
ね
た
き
り
の

方
は
、
高
齢
者
健
康
診
査
を
9
月
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
お
受
け

に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
節
目
健
康
診
査

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る
方
を
対
象
に

行
う
。
が
ん
、
結
核
、
循
環
器
な
ど
の

健
康
診
査
で
す
。
お
近
ぐ
の
保
健
所
、

保
健
相
談
所
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
表
I
の
と
お
り
別

途
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
診
査
に
つ
い
て
は
、
表

―
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

痴
呆
性
高
齢
者
専
門
相
談
が
始
ま
り
ま
す

4
月
か
ら
新
た
に
、
区
内
の
す
べ
て

の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
、
痴
呆
性

高
齢
者
の
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

厚
生
省
の
報
告
で
は
、
6
5歳
以
上
の

高
齢
者
Ⅲ
人
の
う
ち
i
人
は
痴
呆
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
常
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
こ

と
や
疑
問
に
対
し
、
專
門
医
が
く
わ
し

く
相
談
に
応
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
▽
も

の
忘
れ
が
ひ
ど
い

▽
自
分
の
居
場
所

が
わ
か
ら
な
い

▽
夜
、
目
的
も
な
く

歩
き
回
る

▽
排
泄
(
は
い
せ
つ
)
が

自
覚
で
き
な
い
I

な
ど
で
悩
ん
で
い

る
方
、
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
=
表
2

費
用
=
無
料

場
・
問

先
=
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

斑
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
電
話
番

号
は
、
3
面
の
「
み
ん
な
の
健
康
」
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

表1　 区で実施している年 齢別 の健康診査

表2　 痴呆性高齢者相談日程

あ な た が 名 付 け 親 に!

( 仮称) 児童文化センター・ホール

愛 称 募 集
平
成
6
年
3
月
、
児
童
文
化
セ
ン
タ

ー
・
ホ
ー
ル
(
仮
称
)
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。こ
の
施
設
は
、
区
内
朷
の
全
天
周

映
画
や
最
新
機
種
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
導
入
す
る
科
学
館
と
、
約
峩
人
収
容

の
音
楽
中
心
の
本
格
的
ホ
ー
ル
の
複
合

施
設
で
す
。
今
回
、
施
設
の
総
称
に
ふ

さ
わ
し
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
り
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
。
愛
称
名
と
簡

犖
な
理
由
を
明
記
(
1
通
1
点
で
す

が
、
何
点
で
も
可
)

期
限
=
5
月
1
5

日
消
印
有
効

※
採
用
者
に
は
賞
品

を
、
ま
た
、
抽
選
で
2
0人
に
記
念
品
を

差
し
あ
げ
ま
す

申
・
問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
文
化
施
設
建
設
室

〒
圀
千
住
1
-
4
1
1
8

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

( 仮称) 児 童 文化 セ ン ター ・ ホ ール「住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
い
え
る
ま
ち
に

5
年
度
予
算
が
確
定

平
成
5
年
度
の
当
初
予
算
は
、3

月
の
第
1
回
区
議
会
定
例
会
で
原
案

ど
お
り
可
決

、
成
立
し
ま
し
た

。

一
般
会
計
は
、2

千
川
億
8

千
9
0
0

万
円
で

。「
ま
ち
づ
く
り

」
、「
地
域
保

健
福
祉

」
、「
生
涯
学
習

」の
3
本
の
柱

の
推
進
を
基
本
に
編
成
し
て
い
ま

す
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
蹣
億
8
0
0

万
円
余
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
は
3
0
9億4

千
8
0
0万
円
余

、
用
地
特

別
会
計
は
6
3
億
円
余
で

、
各
会
計
を

合
わ
せ
た
合
計
は
2

千
9
6
3億4

千
万

円
余
と
な
り
ま
す

。A

予
算
課
V

住みやすいまちづくりを

「あだち広報」
が新 しく
なり ました

ご
覧
の
と
お
り
、
見
出
し
を
大
き
く

す
る
な
ど
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
「
あ

だ
ち
広
報
」が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

よ
り
早
く
。
正
確
に
区
民
の
皆
さ
ん
に

倩
報
を
伝
え
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
親
し
み
の

持
て
る
広
報
紙
作
り
に
努
力
し
て
行
き

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。A

広
報
課
V

● 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号(青色) へ。

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
1
4
月
2
7日
(
火
)
、午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
2
回

場
所
I
中
央
本
町

庁
舎
隣
プ
レ
(
ブ
会
議
室

対
象
―
昭

和
8
年
5
月
2
日
1
6
月
1
日
生
ま
れ

の
方
(
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手

続
き
に
つ
い
て

問
先
―
中
央
本
町
庁

舎
・
適
用
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

納
付
書
の
送
付

平
成
5
年
度
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
(
前
期
分
)
を
送
り
ま
し
た
。
1

年
分
を
廖
と
め
て
納
め
る
前
納
割
引
納

付
書
と
各
月
別
の
納
付
一
(
4
月
～
9

月
分
)
が
一
緒
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

切
ひ
離
し
た
り
、
破
い
た
り
せ
ず
、
区

役
所
や
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

期
限
―
▽
1
年
分
前
納

…
4
月
3
0日

▽
毎
月
納
付
・
:
翌
月
の

末
日

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険

料
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

今
月
は
老
齢
福
祉

年
金
証
書
の

提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
(
郵
便
局
で
年
金
を

受
け
る
緑
色
の
手
帳
)
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、4
月
の
支
払
い
(
4
月
9
日

か
ら
)
を
受
け
た
ら
、
老
齢
福
祉
年
金

証
酋
を
国
民
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
平
成
5
年
8
月
の
年

金
支
払
額
を
年
金
証
書
に
記
入
す
る
大

切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1
D

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

国
民
宿
舎
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

場
所
―
熱
海
、
伊
豆
熱
川
、
大
島
な
ど
1
2

カ
所

費
用
=
年
度
内
2
泊
ま
で
無

料
(
入
湯
税
は
自
己
負
担
)

申
込
―

各
施
設
へ
直
接
電
話
予
約
。
予
約
後
、

各
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
童
助
虞
係

で
、利
用
券
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と

が
確
・認
で
き
る
も
の
(

母
子
年
金
・児

童
扶
養
手
当
証
轡
、
育
成
手
当
支
払
通

知
書
な
ど
)
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
ま
た
は

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

老
人
医
療
受
給
者
証

(福
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

4
月
1

日
か
ら
祠
院
等
で
受
診
し
た

と
き
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
額
が
変

わ
り
ま
し
た
(
外
来
・・
i

ヵ
月
千
円

、入

院
…
1
日
7
0
0円
)
。病
院
等
で
受
診
す
る

と
き
は

、
健
康
保
険
証
と
老
人
医
療
受

給
者
証
、
ま
た
は
⑩
医
療
証
を
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
1

千
住

本
庁
舎
・
高
齢
者
医
療
係

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
こ
の
資
金
を

借
り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
生

計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る

▽
原
則
と
し
て
、
世
帯
の
生
計

を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主
で
あ

る

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規
に
始

め
る

▽
住
民
税
を
蓆
納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
I
人
つ
け

る

内
容
1
1
世
帯
あ
た
り
図
万
円
以

内
/
年
利
3
.
3
%
(据
置
期
間
中
は
無
利

子
)
/
6
0回
元
利
均
等
償
選
(
6
ヵ
月

据
置
)

申
込
=
申
込
書
を
窓
口
に
提

出
(
用
紙
は
区
民
事
務
所
や
福
祉
事
務

所
に
も
あ
り
ま
す
)

期
間
1
4
月
卜一

日
～
2
3日

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
貸

付
係

表1　 福祉事務所一覧

国

保

税
の
申
告
が
必
要
な
い
方

保
険
料
に
関
す
る

申
告
書
の
提
出
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
世
帯

主
(
未
加
入
の
世
帯
主
も
含
む
)
で
、
所

得
税
・
住
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

次
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
料
に
関
す

る
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
算
定
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

対

象
1
▽
平
成
4
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
方

▽
平
成
5
年
1
月
1
日
現
在

で
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
た
方

▽
6
5

歳
以
上
で
年
金
収
入
の
み
の
方
(
確

定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
を
し
た

方
は
除
く
)

※
該
当
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
が
。

申
告
寤
が
必
要
な
方
は
、
担
当
課
ま
た

は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

期

限
1
4
月
1
5日
(
郵
送
可
)

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
さ
く

ら
色

退
職
者
証
…
濃
い
黄
色

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
証
は
、3
月
3
1日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
し
た
。
新
し
い
保
険
証
(
4
月
1

日
か
ら
2
年
間
有
効
)
を
、3
月
2
4

日
に
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
届
か
な
い

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
保
険
証
の
内
容
に
誤
り
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
担
当
課
ま
た
は
区
民
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
自
分
で
訂

正
し
た
り
書
き
込
ん
だ
り
す
る
と
、
保

険
証
は
無
効
に
な
り
医
療
機
関
で
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
の
切

れ
た
保
険
証
は
、
担
当
課
ま
た
は
区
民

事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送

可
)
。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

児
童
館
臨
時
職
員

対
象
=
子
供
が
好
き
な
方

内
容
=
児

童
館
、
学
童
保
育
室
の
指
導
員
の
補
助

(勤
務
日
は
児
童
館
に
よ
り
異
な
り
ま

す
)

問
先
=
中
部
児
童
館

S
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

千
庄
児
童
館

酋
(
3
8
8
2
)
2
7
6
1
n

西
保
木
間
児
童
館

魯
(
3
8
8
4
T
1
1
4

掲
示
板

・
職
業
相
談
(
出
張
相
談
)
日
の
変
更

毎
週
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
サ

テ
ィ
4
階
)
/
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
a
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

豊
か
な
高
齢
社
会
を

目
指
し
て
組
織
改
正
を

区
で
は
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
よ
り
効
率
的
に

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、4
月
に
組

融
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
改
正
と
し
て
、
福
祉
部
に
高

齢
社
会
対
策
担
当
部
長
を
設
置
し
。

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
地
域
振
興

部
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
の
機

能
を
再
編
し
、
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
策
の
推
進
や
地
域
学
習
を
支

援
す
る
た
め
、
地
域
活
動
推
進
担
当

課
長
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
土
木

部
に
は
、
土
木
行
政
の
多
様
化
に
対

応
し
都
市
計
画
事
業
担
当
部
長
を
新

設
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
は
次
の
と
お
り
で
す
。

企
園
都

▽
制
度
改
革
の
推
進
の
た

め
担
当
副
参
事
(課
長
級
)
を
新
設

地
域
掫
興
部

▽
住
区
セ
ン
タ
ー
建

設
を
推
進
す
る
た
め
、
庄
区
施
設

課
に
住
区
施
設
建
設
主
査
を
新
設

福
祉
都

▽
高
齢
化
社
会
対
策
室
を

高
齢
社
会
対
策
課
に
組
織
改
正
　

▽
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業
実
施
に

伴
う
執
行
体
制
強
化
の
た
め
、
児

童
医
療
係
を
設
置

衛
生
部

▽
地
域
保
健
福
祉
計
画
推

進
の
た
め
、部
内
組
織
を
再
編
し
、

業
務
課
を
保
健
推
進
課
に
組
織
改

正
土
木
部

▽
交
通
安
全
・
自
転
車
・

駐
車
場
対
策
等
の
施
策
を
総
合
的

に
展
開
す
る
た
め
、
交
通
安
全
対

策
課
を
新
設

▽
路
政
課
と
用
地

管
理
課
を
統
合
し
、
道
路
管
理
課

を
設
置

▽
事
業
の
効
率
的
推
進

の
た
め
、
都
市
環
境
部
か
ら
区
画

整
理
事
業
を
移
管
し
区
画
整
理
課

を
新
設
(
事
務
室
も
中
央
本
町
庁

舎
へ
移
転
)

都
市
環
境
部

▽
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
推
進
の
た
め
、
住
宅
・
開
発

指
導
課
を
設
置

▽
交
通
施
策
の

総
合
的
推
進
の
た
め
、
交
通
機
関

対
策
室
を
交
通
計
画
課
に
組
織
改

正
建
築
部

▽
建
築
行
政
の
適
正
執
行

の
た
め
、
建
築
課
を
建
築
審
査
課

と
建
築
指
導
課
に
組
織
改
正

▽

建
築
物
に
係
る
紛
争
の
予
防
・
調

整
事
務
を
都
市
環
境
部
か
ら
建
築

指
導
課
に
移
管

学
校
教
育
都

▽
教
育
研
修
お
よ
び

教
育
課
題
研
究
の
充
実
の
た
め
、

教
育
セ
ン
タ
ー
を
組
織
改
正
し
教

育
研
究
所
を
設
置

生
涯
教
育
部

▽
生
涯
学
習
の
体
系

的
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
生
涯

学
習
推
進
課
に
地
域
学
習
推
進
主

査
を
新
設

ま
た
、
学
習
情
報
や
場
の
提
供
等

生
涯
学
習
時
代
に
対
応
し
た
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、2

月
に
財
団
法
人
足
立
区
教
育
振
興
公

社
を
新
設
し
ま
し
た
。A
企
画
課
V

区役所への
問 合 せ

本

庁

舎
…
…
…
…
　
3
8
8
2
1
1
1
1

㈹

(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
)

中
央
本
町
庁
舎
…
左
表
の
各
課
へ
直
接
電
話

し
て
く
だ
さ
い

(
〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1
)

中央本町庁舎所属別電話番号一覧表 ( 一 部 変更があり まし た。ご確
認 の う え 電 話 し て く だ さ い

) 局番はすべて( 3880) 局です
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保
健
・
衛
生

麻
し
ん
(
は
し
か
)
、M
M
R

の
予
防
接
種

・
麻
し
ん
(
は
し
か
)

麻
し
ん
は
、軽
い
発
熱
や
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
な
ど
。
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状
の
あ

と
に
、
再
度
の
発
熱
や
全
身
の
発
疹
な

ど
が
見
ら
れ
る
病
気
で
す
。
肺
炎
や
脳

炎
、中
耳
炎
な
ど
の
合
併
症
や
、後
遺
症

が
残
っ
た
り
、
子
肚一
が
か
か
る
と
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

方
法
I
I

歳
6
ヵ
月
児
歯
科
健
診
時
に
接
種
票
を

渡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
接
種
票
で
、6

歳
の
誕
生
日
前
ま
で
接
種
で
き
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
受
け
ま
し
ょ
う

場

所
=
「
本
院
は
定
期
予
防
接
種
実
施
医

廡
機
関
で
す
」
の
掲
示
の
あ
る
指
定
医

療
機
関
。
日
時
等
は
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
(
7・
8
月
の
夏
期
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
)
。ま
た
、他
区
で
接

種
を
希
望
の
方
は
、
そ
の
区
の
指
定
医

療
機
関
か
確
認
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い

費
呷
‥無
料
(
指
定
外
の
医
療
機
関
、

決
め
ら
れ
た
年
齢
以
外
で
受
け
る
場
合

は
有
料
)

・
M
M
R
(

麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

・
風
し
ん
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
)

酥
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
代
わ

り
に
、M
M
R
の
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
―
回
の
接
種
で
3
種
の

免
疫
が
呀
ら
れ
ま
す
。接
種
方
法
・
費
用

な
ど
は
麻
し
ん
と
同
じ
で
刄

注
意
=

▽
M
M
R
は
、
約
千
人
に
1
人
の
割
合

で
無
菌
性
髄
膜
炎
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
医
師
と
十
分
相

談
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い

▽
健

康
状
態
の
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ

い

▽
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き

つ
け
)
を
起
こ
し
た
方
や
病
気
が
治
っ

て
か
ら
1
ヵ
月
た
っ
て
い
な
い
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

▽
ほ
か
の
予
防
接
種

と
の
間
隔
も
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
。

「
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
よ
く
お

読
み
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
保
健
所

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
接
種

日
時
等
=
表
2
の
と
お
り
(
雨
天
実
施
)

費
用
1
5
千
3
3
0円

問
先
―
足
立
保
健

所
7
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2　 犬の登録と狂犬病予防注射会場

ス
ポ
ー
ツ

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
補
助
金
を
交
付

対
象
a
区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
の
大
会

で
、
1
0チ
ー
ム
以
上
ま
た
は
川
人
以
上

の
参
加
が
あ
り
、
要
項
・
規
約
が
明
薄

な
も
の
。
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受

け
て
い
る
団
体
(
地
区
対
策
委
員
会
、

体
育
協
会
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
)
が

主
催
す
る
大
会
は
除
く

申
込
=
体
育

課
に
あ
る
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出

期
限
9
4
月
3
0日

問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
体
育
振
興
係

生
活
環
境

縦
覧
し
ま
す
　

都
市
計
画
(
案
)

都
と
区
で
は
、次
の
都
市
計
画
の
案

を
縦
覧
し
ま
す
。関
係
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
都
知
事
ま
た
は
区
長
に

対
し
て
、意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。国
東
京
都
市
計
画
地
区

計
画
舎
人
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定
・
:
区
域
=
舎
人
三
～
五
丁
目
、舎
人

町
各
地
内

国
東
京
都
市
計
画
地
区
計

画
伊
興
町
前
沼
地
区
地
区
計
画
の
決
定

・
:区
域
=

伊
興
町
前
沼

、伊
興
町
本
町
、

伊
興
町
見
通
、
柬
伊
興
町
各
地
内

国

柬
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

圃

東
京
都
市
計
画
防
火
地
域
お
よ
び
準
防

火
地
域
の
変
更
…
区
域
=
(

固
口
と
も
)

舎
人
三
～
五
丁
目
、
舎
人
町
、
伊
興
町

前
沼

、
東
伊
興
町
各
地
内

固
東
京
都

市
計
画
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調

整
区
域
の
変
更
・
:区
域
=
区
内
全
域

圄
建
築
基
準
法
改
正
に
伴
う
地
区
計
画

等
の
変
更
(

区
域
や
計
画
内
容
は
従
来

ど
お
り
)

▽
東
京
都
市
計
固
扇
一
丁

目
地
区
地
区
計
画
の
変
更
…
区
域
―
扇

一
丁
目
地
内

▽
東
京
都
市
計
画
中
央

本
町
地
区
地
区
計
画
の
変
更
…
区
域
―

中
央
本
町
一
丁
目
、
三
・

四
丁
目
地
内
▽
東
京
都

市
計
画
梅
馬
地
区
地
区
計

固
の
変
更
…
区
域
=
梅
馬

丁
二
丁
目
地
内
▽
柬

京
都
市
計
画
国
道
4
号
A

地
区
、B
地
区
(
日
光
街

道
)
沿
道
整
備
計
画
の
変

更
・
:
区
域
=
千
庄
新
橋
北

詰
～
埼
玉
県
境
▽
東
京

都
市
計
画
環
状
7
号
線
A

地
区
、B
地
区
、C
地
区
、D

地
区
沿
道
整
備
計
画
の

変
更
…
区
域
=
区
内
環
状

7
号
線
の
ほ
ぼ
全
域
(
沿
道
整
備
計
画

の
区
域
は
、
国
道
4
号
、
環
状
7
号
線

の
道
路
端
か
ら
両
側
約
3
0こ

期
間
1
4

月
9
日
1
2
3日

縦
覧
・
意
見
書

提
出
・
問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
都
市
計

画
課
、
固
と
固
は
都
・
相
談
情
報
課
で

も
縦
覧
で
き
ま
す

住
居
表
示
板
を
破
損

紛

失

し

た

方

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん
で
い
る

家
屋
等
で
、
玄
関
や
門
に
取
り
付
け
て

あ
る
「
○
町
○
丁
目
○
番
○
号
」
の
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
が
破

損
、
紛
失
し
た
方
に
は
、
新
し
い
表
示

汳
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

魯
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

家
屋
を
新
築
さ
れ
た

方

は

届

出

を

庄
居
表
示
を
実
施
済
み
の
区
域
内
に

家
屋
を
新
築
さ
れ
る
方
は
、
住
居
を
定

め
る
た
め
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決
め
ら
れ

な
い
の
で
、
転
入
等
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。届
け
出
に
は
、建
築
確
認
書
一

式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

不
燃
化
促
進
事
業

制
度
を
拡
充

不
燃
化
促
進
区
域
(
表
3
)
の
中
で
一

定
の
基
凖
に
あ
っ
た
不
燃
建
築
物
を
建

て
る
と
。
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。4

月
1
日
か
ら
、
大
企
業
以
外
の
宅
建

業
者
が
賃
貸
用
に
建
て
る
場
合
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、4
階
以
上
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
住
宅
を
つ
く
る
場

合
は
、助
成
金
の
加
算
が
あ
り
ま
す
(
住

宅
の
大
き
さ
等
に
条
件
あ
り
)
。こ
の
制

廩
を
活
用
す
る
と
、
住
宅
金
融
公
庫
等

の
公
的
融
資
を
受
け
る
と
き
に
有
利
な

場
合
が
あ
り
ま
す
(
く
わ
し
く
は
金
融

機
関
へ
)
。

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
り
課

表3　地区・助成期間について

①補助100号線地区、②榿土手通り地又、OI BB
光 衝 道 地 区 は 期 間 終 了 が 迫 っ て い ま す 。

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
(
表
4
)
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い

問
先
―
下
水
道
局

小
菅
分
室

豐
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
助
虞
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4　 水洗化可能地域

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151干 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171中 央 本 町 保 健 相 談所 　3880- 5351
干住本庁舎・保健予防係 　3882- 1111㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
1
)

米
騒
動
を
き
っ
か
け
に
、
同
和
問

題
は
、
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
認

識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
運
動
の
中
で
、
同
和

地
区
の
人
び
と
は
、
自
ら
の
力
で
解

放
を
か
ち
と
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
団
結
の
力
を

知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

米
顫
動
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
が
、
民
衆
の
燃
え
あ
が
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
正
の
社
会
運
動
を

大
き
く
発
展
さ
せ
る
力
と
な
り
ま
し

た
。
労
働
運
動
や
農
民
運
動
と
と
も

に
、
部
落
解
放
の
運
動
も
融
和
運
動

や
改
善
運
動
を
こ
え
て
発
展
し
て
い

く
の
で
す
。

米
騒
動
の
あ
と
、
大
正
8
年
に
、

国
に
差
別
麌
尽
く
す
た
め
の
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
同
和
地
区
の
人
を
官

公
吏
に
採
用
す
る
こ
と
、
官
公
文
書

や
身
元
調
査
な
ど
に
差
別
用
語
を
用

い
な
い
こ
と
、
軍
隊
内
や
教
育
に
差

別
待
遇
を
な
く
窰

」と
、
部
落
改
善

団
体
を
組
織
す
る
こ
と
、
部
落
改
善

費
を
支
出
す
る
こ
と
な
ど
で
し
た
。

政
府
は
大
正
9
年
か
ら
部
落
改
善

費
(
大
正
1
2年
以
降
地
方
改
善
費
)

と
し
て
初
め
て
国
家
予
算
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
内
務
省
に
社
会
事
業

行
政
と
労
働
行
政
を
所
管
さ
せ
る
な

ど
、
機
構
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ぷ
つ
に
し
て
同
和
行
政
が
初

め
て
国
家
行
政
の
一
部
門
と
し
て
位

趾
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ
。

● あ り がとう　 笑顔でかわす　 良いマナー　 《千住・西新井・綾瀬警察署》
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グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会

参
加
グ
ル
ー
プ
募
集

期
間
1
5
月
～
7
月
(
平
日
計
4
回
)
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
(
雨
天
決
行
)

対
象
-
1
8歳
以
上
の
区
民
で
構
成
す
る
2
0

人
以
上
3
0人
以
内
の
グ
ル
ー
プ

内

容
=
東
京
武
道
館
、
郷
土
博
物
館
、
花

畑
記
念
庭
園
な
ど
、
区
内
の
公
共
施
設

を
バ
ス
で
巡
り
ま
す

定
員
=
4
グ
ル

ー
プ
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
g

往
復
(
ガ
キ
に
グ
ル
ー
プ
名
、
代
表

者
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
お
よ
び
「
グ

ル
ー
プ
施
設
見
学
会
希
望
」と
明
記
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
通
に
限
る
)

※
見
学
日

・
コ
ー
ス
等
は
、
あ
台
か
じ
め
設
定
し

た
も
の
か
亟
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

期
限
=
4
月
2
0日
消
印
有
効

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
圀
千
住
1
-
4
1
1
8

a
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

5月のしょうぶ沼公園

第7 回観光写真
コ ン ク ー ル

結 果 発 表 と
展示会の開催

川
点
の
中
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん
が
入

選
さ
れ
ま
し
た

▽
推
せ
ん
(
区
長
賞
)

…
金
子
康
男
さ
ん
(
千
住
五
丁
目
)

▽
特
せ
ん
(
観
光
協
会
会
長
賞
)
…
戸

田
栄
作
さ
ん
(
北
区
)
・
阿
部
吉
広
さ

ん
(
西
綾
瀬
四
丁
目
)

▽
凖
特
せ
ん

…
広
願
太
一
さ
ん
(
千
庄
仲
町
)
・
古

性
定
之
助
さ
ん
(
伊
興
三
丁
目
)
・
小

川
膺
さ
ん
(
伊
興
四
丁
目
)
・
石
井
宏

美
さ
ん
(
千
住
一
丁
目
)

▽
入
選
…

松
井
美
代
子
さ
ん
(
花
畑
一
丁
目
)
ほ

か
9
人

▽
佳
作
・
:小
里
和
彦
さ
ん
(

舎
人
二
丁
目
)
ほ
か
M
人
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
入
選
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す

期
間
1
4
月
7
日
～
1
2日
、
午
前
9

時
～
午
後
8
時
(
1
2日
は
午
後
2
時
ま

で
)

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
3
階

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
商
業
振
興

係昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

大
師
の
ぼ
た
ん
が
見
ご
ろ
で
す

西
新
井
大
師
境
内
で
、
花
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
藤
、
ぱ
た
ん
(
7
0種

頬
、4
千
峩
株
)
の
花
が
咲
き
楽
し
ま

せ
て
ぐ
れ
ま
す
。
見
ご
ろ
は
、4
月
2
0

日
ご
ろ
で
す
期
間
g
4
月
～
5
月
猖

日

間
先
―
足
立
区
観
光
協
会
(
産
業

振
興
課
内
)

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

あ
い
ネ
ッ

ト
2
1
の

担
当
が
変
わ
り
ま
す

情
報
発
進
基
地
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」

の
担
当
が
4
月
1
日
か
ら
企
画
課
情

報
化
推
進
担
当
に
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
加
入
等
く
わ
し
い
こ
と

は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。A

企
画
課
V

情報 コ ー ナー
世 帯と 人 口( 5 年3 月1 日 現 在)
世 帯　255, 982人 口　646, 011 人　
男　328, 506 人　
女　317, 505 人

い い 汗か
こ う ! 区民スポーツ教室

日時等一下表のとおり 対象- 16
歳以上の区内在住・在動・在学の
方( 高校生は除く) 定員一各会
場50人( バドミントン・卓球は30
人) 抽選 費用一無料 申 込一往

復ハガ キに住所、氏名、生年月日、
電話番号、「種目・希望会場」を明
記 期限- 4 月23日必着 問先一
千住本庁舎・体育振興係 〒121}千
庄1- 4- 18113882 ―1111㈹

種目・会場・日時
女 性 総 合 セ ンター の 催 し

女性大学大学院
参 加 者 募 集

期間=・6月～平成7年3月対象
・定員一女性大学修了者・・・20人/
一般… 若干 名 内容一女性の区政
への参固を進めるため地方自治や
区の行財政全般について学びます

費用一無料 申込一論文審査で
参加者決定/ テーマr 国際社会と
日本」「女性と政治」「男女共生社会
実現に向けて」など/ 字数2, 000字
程度/ 別紙に住所、氏名、年齢、
敬業、電話番号、地域・グループ
での活励歴を明記し 、郵送または
直接窓口へ 期限- 4 月25日必着
※ 審査結果は直接本人に通知しま
す。

講 演 と 講 談
「女性のつど い」
日時4 月17日( 土) 、午後1 時30
分 内容一女性の権利、参政権、

社会参固について考えます 〉講
演 「女性・政治・ 参画つくられた
女から創る女へ 」・・・佐藤洋子氏( 豊
島区男女平等推進センタ ー所長) 　
講談 「与謝野晶子」・・・宝井琴椶

氏( 講談師) ※ 2 歳以上学齢前
の幼児保育あり ます( 事前申込)
定員=250 人 費 用一無料 申 込
一電話、ハガ キ、または直接窓口

女 性 団 体 の 学 習
活動を支援します
対象一区内に活動の主体を置き区
内在住の7 人以上( うち女性が7
割以上) の団体 内容一女性団体
が自主的に女性問題を学習すると
きに、講演 一助 言等をする講師の
派遣および、その 費用の一部の援
助 定員- 20 団 体( 審査および抽
選) 申込一所定の申請書を提出
期限- 4 月30日

- いずれも一
問先一女性総合センター 〒I Z3梅
田7- 32- 1 酋3880 ―5222

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本盻舎( 干住) 1 階区民相談室
所 在 地 干 住1- 4- 1883882- 111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご 利用く ださい( 無料・秘密厳守)

平成5 年・生産緑地地区

の 指 定 に つ い て
期間- 4月5日～14日。午前9時～
午後4 時 内 容一牛岸緑地地区

を特例的( 指定をする必要がある
と認められる場合等) に追加指定
を行います。希望される方はご 相
談ください 場・問先一中央本町
庁舎・農産係113880 ―5118

足立の「昔話しを語る」
日時- 4月10日( 土) 、午前1〔畤～
11時( 毎月第2 土曜日の午前中) 　
対象一小・中学生 内容一区内

に伝わる「語り 伝え」を聞きます
講師一加藤敏夫( 郷土博物館特別
専門員) 費用一大人2{ : X}円、小・
中学生無料 申込一当日直接会場
へ 場・問先一郷土博物館
113620―9393

会場の郷土博物館

老人会館の催し
● 手芸教室
日時- 5月～7月( 月2回、第2・
4土曜日) 、午後1時～2時30分
対象- 60 歳以上の区内在住の 方

内容- ちぎり絵・帽子のブローチ
など 定員- 30 人 費用==無料
申込一直接窓口か電話 期限- 4
月22日 場・申・問先一老人会館I I 3859

―9732

都民体育大会
足立予選会

● 陸上競技
日時- 4月18日( 日) 、午前8時～
午後4 時( 予爾日4 月25日) 場

所一平野運動場 対象- 14 歳以 上
の区内在住・在勤・在学の方 費

用一に>一般7〔X〕円、リレー800円
し>中学生200円、リレ ー600円 申
込- 4 月12日、午後4時のプロ編成
会に参加費を持参。ただし4人以下
の団体は現金酋留可、4月12日必着
問先一鈴木澄夫 〒1汾千住旭町38
―1第十六中学校内

Q3888 ―6436

4 月の安売デー
C>青果物… 4 月21日( 水) 黄緑の
ノボリのあるお店 し>魚… 4 月16

日( 金) 青いノボリのあるお店
主 催一東京都青果物商業協同組合
千 住・西新井・綾瀬支部、関東水
産物商業協同組合 西新井・千住
支部 後援一足立区

●「あ だち広 報」は再生 紙を使 用しています S. J . 240, 000


